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「高しずやレー ス事効率を持つように作られた、大きいプレー ス事角 CBlazeangle) 
の、しかも出来る限り大きな寸法の回折格子が必要である」事が分かる。
図1にプレー ス守角と [Sin2e B/COS e B Jの関係を示す。 1) 図中、大きい




分解能において約 3.2倍 (Sine Bの比)、分散において約 7.3倍 (taneB 
の比〉普通の回折格子に優っていることが分かる。
飛騨天文台の 14m 垂直型真空分光器には 2個の回折格子がある。 ルールト事
エリアは 308x 408mm 、溝本数は 632g/mmである。プレー スー 角は、夫々 150 と




Babcockの jトリンク事 (Ruling)は殆どが r=1.2 (e B二500 ) 、Harrisonの
jトリンク事は殆どが r二2 (e B=630 )付近にあった。両者の明るさの比は2倍に
なる。更に2倍向上させるためにはeB二76.50 にする必要がある。
。Bを大きくすると、 7リースヘ。クトラルレンγ (Free spectral range)が狭くなり、
オー ダサイー (Ordersorter)等を分光器の設計要素として付加する必要が出て
くる。但し、エシェル回折格子は溝数が 30-300g/mmと少なく アリースヘ。クトラルレンγ
は波長えに比例し、オフ。チカルテワコ (Optical depth) t=dSinθBに反比例す F 
る。ここで dは格子常数(溝の間隔〉である。エシェル分光器の設計に当たって、 ( 
クロスドィスハ。ー ずー 共々 これらのハ。ラメー ター の良い組み合わせをとることにより希望
の次数、逆分散、波長範囲、イメーγサイf等を得る事が出来る。













CGroovelength =コリメー ター ビー ム直径〉 を選択し、満足する線引き方向の幅








歴史的に有名なモノとして、 Hale望遠鏡のカセゲレン・クー ヂ CCassegrain-
Coude)f/30焦点に 4枚合成の回折格子が使用されていた。コリメータビーム直径
は 30cmである。技術的背景として、関所式は1948年6月3日である。 3)
( 後日、 MIT-Cエンγンの第 2番目製作の回折格子 300x 320mm. 452g/mm. 
アレースゃ角:150 に取り替えられた o6) 
また 1989年に完成した Canada-France-Hawaii 3.6 m望遠鏡の クーデ





















世界には、現在実働可能な J~ーリンク1ンγンとして、 MIT-B と MIT-C の 2 台
のエンγンがある。 MIT-Bエンγンは D.G.Harrisonにより 1968年に設計製作











MIT-Cエンγンの能力は 460x 813mmで、最初に試験的に Bausch& Lomb社
の 309x 370mm C316g/mm、10 、1.25μm:ア守レー スゃ波長〉マスター を製作した。
これは KPNOの 84-inch等大型望遠鏡のクーヂCCoude)分光器に使用する事
を意図しての作品である。第 2作は 300x 320mm C 452g/mm、150 、1.15μm 
:7")1ー ス守波長〉で、 Hale望遠鏡のクーヂ分光器用のものである。第 3作は
310 x 408mm C632g/mm、150 、8000λ:ア守レー ス。波長、〉で、 71インtO'7チでしかも
ダイヤモンドがなぞる距離が 76kmに及ぶ偉大なる芸術作品である。 7)、8)





へ。クトラJ~レンγ が狭くなる。 J~-J~ドエリアが大きくなり、ピけが細かくなり、 プ




た 1973 年は MIT-C エンγンが J~ーリンク事テストを終えて MIT からまPNO に移転さ
れ Dr.DonHallによって意欲的に大型回折格子を製作しようとしていた時期







た回折格子 300x 400mm (632g/mm、570 )も含まれていたので参画した。後
に、同一仕様で寸法が小型の v70lJjJを希望するゲルー70 が世界中で 3組も
ある事が分かつた。 (東京天文台， Meudon Observatoire ， KPNO/Pierce ) 

























1985年は、画期的な年である oBaush & Lomb社の解析機器部門が Milton 
Roy社に合併された。 Bエンγンも郊外の工場から元の Rochester市街地の











1988年、 3、4月の 2回の lトリンク" (Bエンγンによる)の結果、 8月、
15年に亘る 7。ロγェクトは成功裡に MR-I05回折格子 [308 x 410mm 








































uγンである。 J~-J~ドエリアは最大 306x 408mmである。線引きの方向は 17"
であるが、ダイヤモンドの設定やプランクのテスト・}トリンク事用に幅を見込んである。
2)マスターアーランクの表面蒸着は、純度の高い了J~ミニけムを高真空中で制御しなが






4) KPNOは、 Dr.Wolfによって Cエンシ守ンを運用じているが、 アクチピチィは










イオンビー ム加工法によるプレー ス守ド本ログラアイ7クグレー テインク守が島津製作所から
製品化されて発売された。現在は最大寸法 58x58mmと小さい。 12) Mil ton 
Roy社でも大型のものを目標に研究を続けている。 10) この方法によると、
















れていた。これが実現したのは、ひとえに Baush& Lomb社〈後の Milton
Roy 社〉副社長 Dr.Loewen 、カー}~'ï1イス社副社長 Dr.Dantl (当時、現スイスカー ル
ツ7イス社社長〉、技術部長波木泰雄氏のハ*け7'77。、直接製作に当たったBausch
& Lomb社の Mr.Wileyの努力によるものである。また、 KPNOの Cエンγン
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第1図 アレースe角と効率係数 [Sin2e B/COS e BJの関係を示す。
??
写真 1. ~J~トンロイ社にて撮影された回折格子 MRI05-1-1-2 のインター7エログラム。





写真 1'"'-'3は同一の設定条件で取られた。即ち、波長6328A、4次のオー ダー でプ
レースゃ角53.10 にh卜する。干渉計の光束が小さいので左右を2枚に取り分けて
ある。 7リンγハ。ター ンが溝に直交しているもの。 (右側〉
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写真3. ~J~ トンロイ社にて撮影された回折格子 MR105 - l - 1 -2GJインター7 エログラム 。
写真 1---3は同一の設定条件で取られた。即ち、波長6328A、4次のオー ゲー でプ
レース。角53.1。にセけする 。干渉計の光束が小さいので左右を2枚に取り分けて
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第2図.写真1、2から計算されたトホ。グラフィである。波面誤差は、
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第3図.ドー ムレス太陽望遠鏡 14m垂直真空分光器にれ卜した場合の波長・線
分散の関係を示す。 150 の格子では短波長で0.5入/m、長波長で1.1入/m を
示す。 一方、 5Tの格子では 6000入以下では、 O.lA/m、以上でも 0.2入/
m の分散を示す。
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